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平成１８年第１回定例会
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午前１０時０１分 開会

（出席議員数１７名）

────────────────────

開 会 宣 告

────────────────────

これより、本日をもっ○議長（中元優君）

て招集されました平成１８年第１回富良野市

議会定例会を開会いたします。

────────────────────

開 議 宣 告

────────────────────

直ちに、本日の会議を○議長（中元優君）

開きます。

────────────────────

会議録署名議員の指定日程第１

────────────────────

日程第１ 会議録署名○議長（中元優君）

議員の指定を行います。

本定例会の会議録署名議員には、会議規則

第１１９条の規定により、

今 利 一 君

東海林 剛 君

佐々木 優 君

日 里 雅 至 君

宮 田 均 君

北 猛 俊 君

上 田 勉 君

宍 戸 義 美 君

横 山 久仁雄 君

菊 地 敏 紀 君

千 葉 勲 君

岡 野 孝 則 君

野 嶋 重 克 君

千 葉 健 一 君

以上、１４名の諸君を指定いたします。

なお、本日の署名議員には、

今 利 一 君

東海林 剛 君

を御指名申し上げます。

────────────────────

諸 般 の 報 告

────────────────────

事務局長をして、諸般○議長（中元優君）

の報告をいたさせます。

事務局長桐澤博君。

－登壇－○事務局長（桐澤博君）

議長の諸般の報告を朗読いたします。

市長より提出の事件、議案第１号ないし議

案第４７号、報告第１号及び予算の概要につ

きましては、あらかじめ御配付のとおりでご

ざいます。

次に、議会及び監査委員より提出のありま

した事件につきましては、議会側提出件名表

に記載のとおり、議長にそれぞれ提出がござ

いました。このうち、調査終了いたしました

事件につきましては、報告書として御配付の

とおりでございます。

次に、市長より行政報告の申し出があり、

その概要につきましては、本日お手元に御配

付のとおりでございます。

次に、２月２日、能登芳昭君から、２月２

２日、佐々木雅夫君から、それぞれ議員の辞

職願が提出され、地方自治法第１２６条、た

だし書きの規定に基づき、議長職権におい

て、同日これを許可いたしました。

このことにより、富良野市議会運営委員会

委員及び富良野地区消防組合議会補充議員並

びに富良野地区学校給食組合議会議員に欠員

が生じましたことを報告いたします。

その他、議長の閉会中の主な公務につきま

しては、議長報告として御配付のとおりでご

ざいます。朗読は慣例により省略させていた

だきます。

次に、本定例会の説明員につきましては、

別紙名簿として御配付のとおりでございま

す。

本日の議事日程につきましても、お手元に

御配付のとおりでございます。

次に、会派役員の変更届があり、正風クラ

ブ幹事長に宍戸義美君、市民連合議員会幹事

長に今利一君が就任した旨の届け出がありま

したので、御報告いたします。

以上でございます。

────────────────────
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会期の決定日程第２

────────────────────

日程第２ 会期の決定○議長（中元優君）

についてを議題といたします。

本定例会の運営に関し、議会運営委員会よ

り報告を願います。

議会運営委員長横山久仁雄君。

－登壇○議会運営委員長（横山久仁雄君）

－

議会運営委員会より、２月２０日に告示さ

れました平成１８年第１回定例会が本日開催

されるに当たりまして、２月２３日、議会運

営委員会を開き、審議いたしました結果につ

いて御報告申し上げます。

本定例会に提出されました事件数は６４件

でございます。うち議会側提出事件は１５件

で、その内訳は、議会運営委員会委員の補充

選任、一部事務組合議会議員の選挙２件、付

託審査案件３件、事務調査報告２件、都市事

例調査報告１件、特別委員会報告２件、例月

出納検査報告２件、定期監査報告１件、財政

援助団体監査報告１件でございます。

市長よりの提出事件は４９件で、その内訳

は、予算１６件、条例１２件、規約１件、そ

の他２０件でございます。

事件外といたしまして、議長報告及び市長

行政報告がございます。

次に、運営日程について申し上げます。

本会議第１日目の本日は、会期の決定後、

議会運営委員会委員の補充選任、富良野地区

消防組合議会補充議員の選挙及び富良野地区

学校給食組合議会議員の選挙を願います。

次に、予算の概要及び平成１８年度各会計

予算案第１号ないし第９号の提案説明を行

い、本日の日程を終了いたします。

本会議第２日目、２月２８日は、市長の行

政報告後、平成１７年第４回定例会で総務文

教委員会に付託の議案第７号ないし議案第９

号の報告を受け、これを審議願います。次

に、農業委員会委員推薦特別委員会報告を受

け、これを審議願います。次に、所管事項に

関する委員会報告、議会改革特別委員会報

告、監査委員報告を受け、次に、報告第１号

の審議を願います。次に、議案第１０号ない

し議案第４８号の提案説明を受け、第２日目

の日程を終了いたします。

本会議３日目、３月１日は、議案第１０号

及びこれに関連する議案第１８号の審議を願

い、次に議案第１１号ないし議案第１６号及

び議案第３２号ないし議案第４６号の審議を

願い、日程を終了いたします。

３月２日、３日は議案調査のため、３月４

日、５日は休日のため、３月６日は議案調査

のため、それぞれ休会といたします。

本会議４日目、５日目の３月７日、８日は

市政に関する一般質問を行い、これを終了い

たします。

３月９日は、議案調査のため休会といたし

ます。

３月１０日、予算総括質疑を行い、終了

後、直ちに議員全員による予算特別委員会を

設置し、平成１８年度予算関連議案を一括付

託し、休会中審査することで申し合わせをし

ております。

３月１１日、１２日は休日のため休会とい

たします。

３月１３日から１５日は休会とし、予算特

別委員会を開催いたします。

３月１６日、１７日は議案調査のため、３

月１８日、１９日は休日のため、それぞれ休

会といたします。

本会議第７日目、３月２０日は、付託され

ました平成１８年度予算及び関連する議案の

審査結果について予算特別委員長より報告を

受け、これを審議願います。次に、議案第２

０号、議案第３１号、議案第４７号及び議案

第４８号の審議を願います。最後に、追加議

案のある場合は順次審議を願い、閉会中の諸

手続をいたしまして、本定例会を終了いたし

ます。

次に、議案外の運営につきまして申し上げ

ます。

予算総括質疑及び一般質問の通告期限は、

２月２８日１３時まで、請願、意見案、事務
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調査等の提出につきましては、３月１３日の

日程終了時までとすることで申し合わせをい

たしております。

以上、平成１８年第１回定例会の会期は、

本日２月２７日から３月２０日までの２２日

間とすることで意見の一致を見た次第であり

ます。

本定例会は長期にわたりますので、議員、

理事者及び説明員におかれましては、健康管

理に十分留意されまして、議会運営に特段の

御協力を賜りますようお願い申し上げ、議会

運営委員会からの報告といたします。

お諮りいたします。○議長（中元優君）

ただいま委員長より報告のとおり本定例会

を運営し、会期は２月２７日から３月２０日

までの２２日間とし、うち３月４日、５日、

１１日、１２日、１８日、１９日は休日のた

め、２日、３日、６日、９日、１６日、１７

日は議案個別調査のため、１３日、１４日、

１５日は予算特別委員会のため、それぞれ休

会にいたしたいと思います。これに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、本定例会の会期は、ただいまお諮

りのとおり、本日から２２日間と決定いたし

ました。

────────────────────

日程第３

富良野市議会運営委員会委員の補充

選任

────────────────────

日程第３ 富良野市議○議長（中元優君）

会運営委員会委員の補充選任についてを議題

といたします。

お諮りいたします。

議会運営委員の選任については、委員会条

例第７条第１項の規定により、議長において

指名いたしたいと思います。これに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

それでは、野嶋重克を指名いたします。

お諮りいたします。

ただいま指名をいたしましたとおり決する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、野嶋重克君を議会運営委員に選任

することに決しました。

────────────────────

日程第４

富良野地区消防組合議会補充議員の

選挙

────────────────────

日程第４ これより、○議長（中元優君）

富良野地区消防組合議会補充議員の選挙につ

いてを議題といたします。

お諮りいたします。

選挙の方法につきましては、地方自治法第

１１８条第２項の規定により、指名推選によ

りたいと思います。これに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、選挙の方法は、指名推選によるこ

とに決しました。

お諮りいたします。

議長において指名することにいたしたいと

思います。御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、議長において指名することに決し

ました。

消防組合議会の補充議員として横山久仁雄

君を指名いたします。

お諮りいたします。

ただいま指名をいたしましたとおり、消防

組合議会の補充議員として横山久仁雄君を当
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選人と定めることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、横山久仁雄君が富良野地区消防組

合議会補充議員に当選されました。

ただいま当選されました横山久仁雄君が議

場におられますので、本職から会議規則第３

２条第２項の規定により告知をいたします。

御承諾いただけますか。

それでは、この結果を、直ちに富良野地区

消防組合に対し通知いたします。

────────────────────

日程第５

富良野地区学校給食組合議会議員の

選挙

────────────────────

日程第５ 富良野地区○議長（中元優君）

学校給食組合議会議員の選挙についてを議題

といたします。

お諮りいたします。

選挙の方法につきましては、地方自治法第

１１８条第２項の規定により、指名推選によ

りたいと思います。これに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、選挙の方法は、指名推選によるこ

とに決しました。

お諮りいたします。

議長において指名することにいたしたいと

思います。御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、議長において指名することに決し

ました。

学校給食組合議会議員として千葉健一君を

指名いたします。

お諮りいたします。

ただいま指名をいたしましたとおり、学校

給食組合議会の議員として千葉健一君を当選

人と定めることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（中元優君）

す。

よって、千葉健一君が富良野地区学校給食

組合議会議員に当選されました。

ただいま当選されました千葉健一君が議場

におられますので、本職から会議規則第３２

条第２項の規定により告知をいたします。御

承諾いただけますか。

それでは、この結果を、直ちに富良野地区

学校給食組合に対し通知いたします。

────────────────────

日程第６

平成１８年度予算の概要について

議案第１号～第９号（提案説明）

────────────────────

日程第６ 議案第１号○議長（中元優君）

ないし議案第９号、以上９件を一括して議題

といたします。

提案説明に先立ち、平成１８年度予算の大

綱について、説明を求めます。

市長高田忠尚君。

－登壇－○市長（高田忠尚君）

１８年度予算の大綱について御説明申し上

げます。

国の経済は、長引く低迷を脱し、景気は企

業部門の好調さが、雇用・所得環境の改善を

通じて家計部門へと波及し、民間需要を中心

とする緩やかな回復が続くと見込まれ、デフ

レからの脱却に向けた兆しが見られるもの

の、物価は依然としてデフレ状況にあり、い

まだ厳しい状況が続いているところでありま

す。

こうした中で、地方財政は、地方税や地方

交付税の原資となる国税収入が回復傾向にあ

る一方で、平成８年度以降１１年連続して財

源不足の状況が続き、このことから地方の借

入残高は、平成１８年度末には約２０４兆円

に及び、その償還負担の一層の増加や社会保

障関係経費の自然増などにより、依然大幅な
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財源不足が見込まれております。

また、地方分権の推進とともに地方財政の

確立を目指す三位一体の改革につきまして

は、累次の経済財政運営と構造改革に関する

基本方針に基づき、地方の意見が組み入れら

れる中で、平成１８年度までの改革がまとま

り、平成１８年度予算に反映されたところで

あります。

国の地方財政対策並びに地方財政計画につ

きましては、予算の概要の中で説明させてい

ただきますが、今後、総人口の減少や少子高

齢化のさらなる進展など、厳しい環境の中、

国、地方を通じ、一層の財政健全化に向けた

行財政改革の推進が求められているところで

あります。

予算編成に当たりましては、国の地方財政

対策などを踏まえ、地方分権時代にふさわし

い、簡素で効率的な行政システムを確立する

ため、人件費の大幅な縮減を初め、積極的な

行政改革の推進、徹底した歳出の抑制と重点

化を図りながら、富良野市総合計画実施計画

の中期２年目として、総合的な保健・医療・

福祉施策や地域経済の活性化などへの配慮と

ともに、行政サービスの低下は最小限にとど

め、骨格予算として市長選挙後の政策的予算

や予想される追加需要枠を留保して編成を

行った次第であります。

しかし、市税の伸び悩みと地方交付税等の

削減による収入の減少から、昨年に引き続き

財源不足が生じ、今後においても、地方交付

税等の削減や地域人口の減少、高齢化による

収入の減少が見込まれる反面、需要は拡大傾

向にあり、慢性的な財源不足が危惧されるこ

とから、市民と行政の協働による町づくりを

推進し、より一層の財政健全化に向けた積極

的な取り組みが必要とされております。

以上の状況のもと、編成いたしました平成

１８年度の予算規模は、一般会計１１７億

３,０００万円、特別会計８３億３,１７０万

円、企業会計１３億７,８８０万円、合計２

１４億４,０５０万円であります。

なお、この予算規模は、前年度当初予算額

と比較いたしますと２.５％の減でありま

す。

以下、本年度の予算概要につきましては助

役から御説明申し上げ、予算の大綱といたし

ます。

以上でございます。

次に、平成１８年度予○議長（中元優君）

算の概要について及び議案第１号ないし議案

第９号について、順次提案者の説明を求めま

す。

助役松浦惺君。

－登壇－○助役（松浦惺君）

平成１８年度各会計予算の概要について御

説明を申し上げます。

平成１８年度国の予算編成においては、

「２０１０年代初頭における基礎的財政収支

の黒字化」と「デフレの克服、民需主導の持

続的経済成長」の実現のために、小さくて効

率的な政府の実現に向けた従来の歳出改革路

線を堅持・強化するとともに、三位一体の改

革とあわせ、各分野にわたる構造改革を推

進、予算に反映し、歳出全般にわたる徹底し

た見直しにより、一般歳出を前年度の水準以

下に厳しく抑制するとともに、国債発行額に

ついても前年度より大幅な減額で３０兆円以

内に抑制されたところであります。

また、予算配分に当たっては、制度・施策

の抜本的見直しと、予算執行実績を踏まえた

結果の適切な反映、民間委託などの民間活力

による効率化、行政サービスの合理化・効率

化を図り、活力ある社会・経済の実現に向け

た施策への予算配分の重点化と、政策評価と

予算との連携強化をさらに進めることとされ

ております。

このような方針に基づいて編成されました

国の一般会計予算の規模は、前年度当初予算

対比３％減の７９兆６,８６０億円でありま

す。

国の平成１８年度地方財政対策と地方財政

計画の概要でありますが、地方財政につきま

しては、地方税収入や地方交付税の原資とな

る国税収入が回復傾向にある一方で、公債費
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が高い水準に推移することや、社会保障関係

経費の自然増等により、依然として大幅な財

源不足が生じるものと見込まれます。

このため、地方財政計画の歳出について

は、累次の経済財政運営と構造改革に関する

基本方針や総人件費改革基本指針等に沿っ

て、国の歳出予算と歩みを一つにして見直す

こことし、定員の純減や給与構造改革等によ

る給与関係経費の抑制や、地方単独事業費の

抑制を図り、地方財政計画の規模の抑制と財

源不足額の圧縮を図る一方、国と地方の信頼

関係を維持しながら三位一体の改革を着実に

推進するため、安定的な財政運営に必要な地

方税、地方交付税などの一般財源の総額を確

保することを基本として、地方財政対策が講

じられました。

その結果、平成１８年度の地方財政計画の

規模は８３兆１,５０８億円で、前年度対比

０.７％の減とされたところであります。

歳入では、地方税、地方交付税、臨時財政

対策債等を合わせた一般財源総額を前年度対

比２０４億円増の５５兆６,３３４億円とす

る中で、地方税では景気の動向と税制改正の

影響により３４兆８,９８３億円、４.７％増

となる一方で、地方財政においてかなめであ

ります地方交付税は、その原資である国税収

入の伸びと、国の一般会計による加算、交付

税特別会計での借り入れにより、地方へ交付

される総額は１５兆９,０７３億円、前年度

対比５.９％減とされたところであります。

また、地方債の総額では、前年度対比１

０.２％減の１３兆９,４６６億円が計上さ

れ、昨年度に引き続き地方財源の不足に対処

するための臨時財政対策債については、２兆

９,０７２億円、前年度対比９.８％の減額と

なっております。

この結果、地方財政の借入金残高は平成１

８年度末には２０４兆円に達する見込みと

なっております。

一方、歳出では、地方財政計画の計画と決

算の乖離を是正するため、投資的経費のう

ち、単独事業分が１９.２％減の１０兆９１

１億円、一般行政経費は、地域において必要

な行政課題に対して適切に財源措置を行う一

方、自助努力による節減を見込みつつ極力縮

減することとし、乖離是正分を増額して８.

２％増の２５兆１,８５７億円を確保、給与

関係経費は、定員管理の適正化と定員の縮減

に努めることとして０.６％減の２２兆５,７

６９億円をそれぞれ計上しております。

また、地方の財源不足額は前年度より縮小

され、通常収支不足が５兆７,０４４億円、

恒久的な減税などに伴う減収額が３兆３７６

億円見込まれ、これらは一般会計からの加算

や臨時財政対策債、財源対策債の発行などに

より補てんされることとなっております。

このように、国、地方を通じて極めて厳し

い財政状況の中にあって、本市の予算編成に

当たりましては、国の地方財政対策などを踏

まえ、各事務事業の徹底した見直し積み上げ

作業により歳出の抑制と重点化を図り、人件

費の大幅な縮減を初めとした積極的な行政改

革を推進するとともに、行政サービスの低下

は最小限にとどめながらも、富良野市総合計

画の着実な推進に向け、骨格予算として市長

選挙後の政策的予算や予想される追加需要枠

を留保しつつ予算編成を進めてまいりました

が、昨年度に引き続き生じた財源不足額は４

億円規模となり、財政調整基金の運用などに

より財源補てんを行い、予算編成を行った次

第でございます。

議案第１号平成１８年度富良野市一般会計

予算について御説明申し上げます。

平成１８年度一般会計当初予算総額は、１

１７億３,０００万円で、前年度当初予算対

比５.４％の減でございます。

歳入からその概要について御説明を申し上

げます。

市税は、国の地方財政計画、地方税法の一

部改正及び地域経済の動向などを勘案し、前

年度当初予算対比１.２％減の２２億１,７４

２万４,０００円を計上したところでござい

ます。

これを税目別に前年度当初予算と対比いた
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しますと、市民税は、個人市民税が各個人所

得の減少が見込まれるものの、定率減税の縮

減に伴う増収を見込み７.５％増、法人市民

税は、過去における実績及び市内事業所の景

気動向などを勘案し８.２％の減、市民税総

体で３.７％増の８億８,０７８万１,０００

円、固定資産税は、本年度が評価替えに当た

り、土地の負担調整措置、家屋の新増築、滅

失、減免、住宅用地特例、新築住宅軽減、償

却資産の前年度実績及び国有資産等所在市町

村交付金及び納付金を勘案し、５.２％減の

９億７,１７５万８,０００円でございます。

軽自動車税は四輪軽自動車の高性能化によ

る小型車志向により登録台数の伸びを見込み

４.６％増の３,３１２万６,０００円。

たばこ税は、児童手当の拡充に係る財源措

置として税率の引き上げと喫煙対策や過去の

実績などを考慮し、１％増の１億９,２１２

万６,０００円。

鉱産税は、過去の実績などにより前年度同

額の１５万３,０００円。

特別土地保有税は、平成１５年度の税制改

正で課税停止となったことにより、滞納繰越

分の科目設定で１,０００円。

入湯税は、ハイランドふらのの入浴客の動

向を勘案し、６.７％増の１,７１３万円。

都市計画税では、固定資産の評価替えと都

市計画用途地域内の固定資産、土地・家屋の

評価推計などを考慮し、７.２％減の１億２,

２３４万９,０００円であります。

地方譲与税は、国の三位一体改革による国

庫補助負担金の一般財源化に伴う財源対策措

置として、所得税から住民税への税源移譲が

実施されるまでのつなぎ措置である所得譲与

税が９２.３％増、自動車重量譲与税と地方

道路譲与税では、地方財政計画及び前年度交

付見込額を勘案し、前年度当初予算対比２２

％増の４億６,１００万円を計上した次第で

ございます。

利子割交付金は、地方財政計画及び前年度

交付見込額から１４.３％増の８００万円の

計上でございます。

配当割交付金と株式等譲渡所得割交付金

は、平成１６年度より新たに設けられたもの

であり、地方財政計画及び前年度交付見込額

を勘案し、配当割交付金１２０万円、株式等

譲渡所得割交付金１５０万円の計上でござい

ます。

地方消費税交付金は、地方財政計画及び前

年度交付見込額から０.７％増の２億７,２０

０万円の計上でございます。

ゴルフ場利用税交付金は、地方財政計画及

び前年度交付見込額などを勘案して、２３.

１％減の１,０００万円の計上でございま

す。

自動車取得税交付金は、地方財政計画及び

前年度の交付見込額を勘案して、５.７％増

の９,３００万円の計上でございます。

国有提供施設等所在市町村助成交付金は、

前年度の交付見込額などを勘案して、前年度

同額の９５万４,０００円の計上でございま

す。

地方特例交付金は、個人市民税定率減税の

縮減による影響などを勘案して、５５.１％

減の３,１００万円の計上でございます。

地方交付税は、国の地方財政対策、地方財

政計画などを勘案し、骨格予算としての財源

留保を行う中で、普通交付税では前年度当初

予算対比６.７％減の４１億１,３１９万７,

０００円、これに特別交付税７.８％減の２

億８,２００万円を加えまして、４３億９,５

１９万７,０００円を計上、前年度当初予算

対比では６.８％の減でございます。

交通安全対策特別交付金は、地方財政計画

及び前年度の交付見込額などを勘案し、８.

９％増の４９０万円の計上でございます。

分担金及び負担金は、老人福祉施設入所者

負担金、老人ホーム保護委託費負担金、児童

デイサービス事業支援費負担金、保育所負担

金、へき地保育所負担金、国営農地開発事業

富良野東部地区負担金、土地区画整理事業公

共施設管理者負担金などで、前年度当初予算

対比２２％減の３億９,９９６万５,０００円

の計上でございます。
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使用料及び手数料は、看護専門学校授業料

及び学生寮使用料、道路占用料、公営住宅使

用料、文化会館使用料などの使用料と、戸

籍・住民登録・諸証明手数料、ごみ処理手数

料、建築確認申請等手数料などの手数料で、

前年度当初予算対比０.９％減の１億７,５５

９万３,０００円の計上でございます。

国庫支出金は、保険基盤安定、身体障害者

福祉費、知的障害者施設訓練等支援費、被用

者児童手当、被用者小学校修了前特例給付、

生活保護費、児童扶養手当支給費などの負担

金で、４億７,９８８万９,０００円。知的障

害者居宅生活支援費、身体障害者福祉費、次

世代育成支援対策交付金、合併処理浄化槽設

置整備事業、東４線道路改良舗装工事、市街

地再開発事業、まちづくり交付金、地域住宅

交付金、幼稚園就園奨励費、防衛施設周辺民

生安定施設整備事業などの補助金と、地方道

路整備臨時交付金、特定防衛施設周辺整備調

整交付金などで６億７,４３２万２,０００

円。基礎年金等事務、国民年金事務協力・連

携、富良野地域事業調整等などの委託金で７

６５万１,０００円。

以上の国庫支出の金の総額は、三位一体改

革による国庫補助負担金の廃止・縮減による

影響もあり、１１億６,１８６万２,０００円

で、前年度当初予算対比６.９％の減でござ

います。

道支出金は、民生委員活動費、保険基盤安

定、被用者小学校修了前特例給付、非被用者

小学校修了前特例給付、生活保護費、介護給

付費、土地区画整理事業公共施設管理者など

の負担金で、４億９,５９８万７,０００円。

重度心身障害者医療給付事業、放課後児童対

策事業費、ひとり親家庭等医療給付事業、地

域子育て支援センター事業、乳幼児医療費助

成事業、農業委員会活動促進事業、農業経営

基盤強化資金利子補給費、中山間地域等直接

支払交付金、国営造成施設管理体制整備促進

事業費、森林整備地域活動支援交付金、市街

地再開発事業などの補助金で、２億３,１１

２万５,０００円。個人道民税徴収取扱事

務、諸統計調査、道営経営体育成基盤整備事

業東学田地区換地業務、東山富良野停車場線

交安施設外管理、樋門・樋管操作管理などの

委託金で３,４９４万円。

以上の道支出金総額では、７億６,２０５

万２,０００円で、前年度当初予算対比２１

％の減でございます。

財産収入は、教職員住宅貸付料、土地・建

物貸付料、各種基金利子、市有林間伐材素材

売払収入及び固形燃料売払収入などで、前年

度当初予算対比１３.３％増の５,８１４万

８,０００円の計上でございます。

寄附金は、科目設定で４,０００円の計上

でございます。

繰入金につきましては、東４線道路改良舗

装事業、道路舗装側溝改良事業、土地区画整

理事業に充当するために処分する財政調整基

金のほか、減債基金、国際交流基金、地域づ

くり推進基金、社会福祉基金、農業推進事業

基金などからの繰り入れで、前年度当初予算

対比３４.６％減の２億５,３５６万２,００

０円の計上でございます。

繰越金は、科目設定でございます。

諸収入は、市預金利子、高齢者住宅整備資

金貸付金収入、勤労者生活資金貸付金収入、

商工費貸付金元利収入、医療費附加給付金、

健康診査収入、予防接種収入、担い手育成支

援事業交付金、備荒資金組合交付金、デイ

サービスセンター等施設使用料、スポーツ拠

点づくり推進事業助成金などで、前年度当初

予算対比１１.２％増の５億８,２７３万８,

０００円の計上でございます。

市債につきましては、農道整備事業債外７

事業に対する起債と、恒久的な減税に伴う税

収不足の一部を補てんするための減税補てん

債及び地方財政の財源不足の補てん措置とし

て、国と折半して負担することとし発行され

る臨時財政対策債で、前年度予算対比１２.

９％増の８億３,９９０万円の計上でござい

ます。

以上が、歳入の概要でございます。

次に、歳出につきまして、性質別に分類し
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て御説明申し上げます。

人件費は、人事院勧告を参考とした給与、

期末勤勉手当、扶養手当、寒冷地手当改正に

加え、職員等の給料月額の削減、勧奨退職制

度による職員数の減などにより、前年度当初

予算対比７.８％減の２４億３,８１２万６,

０００円の計上でございます。

経常経費につきましては、行政改革の推進

により、旅費、報酬の支給基準の改正や、各

事務事業における見直しなど、全般に節減、

抑制に努め、前年度当初予算対比２.９％減

の９億５,２１７万５,０００円の計上でござ

います。

児童手当は、支給対象年齢の引き上げと所

得制限の緩和による支給対象児童数の増加な

どを踏まえ、前年度当初予算対比３６.２％

増の１億４,４９９万円の計上でございま

す。

扶助費につきましては、障害者自立支援法

の制定に伴い、身体、知的、精神の障がい福

祉サービスの一元化が図られ、１０月以降に

施行される新たな事業については支給基準な

どが未確定であることから、当初予算計上を

留保したため、前年度当初予算対比７.８％

減の１１億２,７３５万６,０００円の計上で

ございます。

公債費は、前年度当初予算対比０.５％増

の１５億３,２５３万８,０００円の計上でご

ざいます。

積立金は、財政調整基金、減債基金、地域

づくり推進基金などから生ずる利子及び育英

基金返還金の積立金など、３０２万９,００

０円の計上でございます。

次に、事業費について御説明申し上げま

す。

本年度の新規事業といたしましては、当初

から予算措置を要する必要最小限の事業にと

どめまして、障がい程度区分認定調査、畜産

担い手育成総合整備、国営空知川右岸土地改

良事業負担金、新生通排水整備、春日錦町通

歩道新設、富良野陸上競技場改修などの事業

でございます。

継続事業といたしましては、生活交通路線

維持対策、山部・東山地区コミュニティカー

の運行、市有林造成、交通安全啓発、市長及

び市議会議員選挙、福祉のまちづくり、外出

支援サービス、高齢者等緊急通報システム、

学童保育センター運営、こども通園センター

運営、障がい児保育、救急医療啓発普及委

託、広域救急医療対策事業運営費補助、公衆

浴場確保対策、看護職員養成修学資金貸付、

各種予防接種、母子保健、老人保健、ごみ減

量と資源リサイクル推進、ごみ収集、資源ご

み処理、資源回収センター管理運営費負担、

衛生用品処理負担、合併処理浄化槽設置整

備、勤労者福祉推進、人材育成対策、中山間

地域等直接支払、防衛施設周辺農業用施設設

置、安全・安心農業推進、国営造成施設管理

体制整備促進、富良野東部地区担い手育成支

援、平扇地区農免農道整備、道営農業生産基

盤整備、農業廃棄物処理、農村環境改善セン

ター管理、森林整備地域活動支援推進、中小

企業経営改善指導事業等補助、まちづくり会

社自立支援、中小企業振興資金融資、商工業

パワーアップ資金融資、小口緊急特別資金融

資、閑散期観光推進事業補助、道路維持補修

委託、東４線道路改良舗装、西４条道路改良

舗装、道路舗装側溝改良、市街地再開発、朝

日通道路改良、土地区画整理、公営住宅ス

トック総合改善、外国語指導助手招致、児童

生徒送迎、高等学校バス通学費補助、私立幼

稚園補助、教育バス運送業務、演劇工場管理

運営、生涯学習センター管理運営、児童生徒

等健康診断などの事業で、事業費総額では、

前年度当初予算対比１１.５％減の３２億３,

４０３万３,０００円でございます。

負担金補助及び交付金につきましては、下

水道受益者負担金などを含めまして、前年度

当初予算対比１９.２％減の４,３７４万９,

０００円の計上でございます。

債務負担行為による負担額は、本年度より

小中学校教育用コンピューター整備事業費な

どが加わり、債務完了分を差し引きいたしま

して、総額では前年度当初予算対比３.９％
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減の１億８,０２７万円の計上でございま

す。

繰出金は、国民健康保険特別会計、介護保

険特別会計、老人保健特別会計、公設地方卸

売市場事業特別会計、公共下水道事業特別会

計、簡易水道事業特別会計、水道事業会計及

び土地開発基金への繰り出しといたしまして

３.７％増の１２億４,６６７万２,０００円

の計上でございます。

一部事務組合に対する負担金は、富良野地

区消防組合、富良野地区学校給食組合、富良

野地区環境衛生組合、富良野広域串内草地組

合及び上川教育研修センター組合への負担金

で、総額では前年度当初予算対比０.９％増

の８億１,７０６万２,０００円の計上でござ

います。

予備費につきましては、１,０００万円を

計上した次第でございます。

ここで、１１時まで休○議長（中元優君）

憩いたします。

───────────────

午前１０時４８分 休憩

午前１０時５９分 開議

───────────────

休憩前に引き続き、会○議長（中元優君）

議を開きます。

休憩前の議事を続行いたします。

先ほどに引き続き、説明をいただきます。

助役松浦惺君。

－登壇－○助役（松浦惺君）

議案第２号平成１８年度富良野市国民健康

保険特別会計予算について御説明を申し上げ

ます。

国民健康保険につきましては、皆保険制度

の中にあって地域医療の確保と健康増進に重

要な役割を担い、大きく貢献しているところ

でありますが、被保険者の高齢化による医療

費の増加、低迷する経済状況による被保険者

数の増加や所得の減少による低所得者層の増

加など、構造的な問題から、財政運営は大変

厳しい状況にあります。

このような中にあって、平成１８年度予算

は、被保険者の検診を推進することで、疾病

の早期発見など、保健事業活動の推進を図る

とともに、徴収体制や納税相談の強化など、

収納率向上に向けた取り組みを強化し、医療

費の適正化による安定した保険給付を行うこ

ととして、前年度当初予算対比１.５％増の

２６億４,１００万円を計上した次第でござ

います。

歳入は、国民健康保険税で医療給付費分及

び介護納付金分として、前年度当初予算対比

５.９％増の８億８,９８３万３,０００円。

国庫支出金は、過去３年間における医療費

の動向による医療給付費、老人保健医療費拠

出金及び介護納付金に対する国の負担分とし

て三位一体改革の国庫補助負担金の改革に伴

い、前年度当初予算対比１２.５％減の７億

５,７１５万９,０００円。

療養給付費等交付金は、退職者医療制度に

おける給付財源として、前年度当初予算対比

４.１％減の４億１１７万８,０００円。

道支出金は、高額医療費共同事業による補

助金及び財政調整交付金における三位一体改

革の国庫補助負担金の改革に伴い、前年度当

初予算対比９２.４％増の１億８,６９７万

６,０００円。

共同事業交付金は高額医療費共同事業によ

る交付金で、前年度当初予算対比６.８％減

の５,９４０万４,０００円。

繰入金は、一般会計からの繰入金が前年度

当初予算対比６.２％増の３億１,４０５万

５,０００円、給付基金から繰入金が前年度

当初予算対比５０％増の３,０００万円。

繰越金は、科目設定でございます。

諸収入は、２３９万４,０００円を計上し

た次第でございます。

次に、歳出について御説明申し上げます。

総務費は総務管理費、徴税費、運営協議会

費の人件費及び経常経費などで、前年度当初

予算対比２.５％減の５,９６１万５,０００

円。

保険給付費は、過去３年間における医療費

の推移及び診療報酬の改定から、前年度当初
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予算対比０.７％減の１７億３,７６８万９,

０００円。

老人保健拠出金は、前々年度確定医療費拠

出金額の精算及び概算医療費拠出金額とし

て、前年度当初予算対比９.１％増の５億７,

４１６万１,０００円。

介護納付金は、前年度当初予算対比０.７

％減の１億５,７７７万７,０００円。

共同事業拠出金は、高額医療費共同事業な

どに対する拠出金として、前年度当初予算対

比１８.１％減の６,４１９万６,０００円。

保健事業費は、レセプト点検、医療費通

知、被保険者の健康づくり啓発事業、がん検

診及び基本健康診査の助成などに加え、本年

度から国保ヘルスアップ事業の実施に伴い、

前年度当初予算対比１２７.９％増の３,４８

１万６,０００円。

公債費は、一時借入金として２１万５,０

００円。

諸支出金は過年度分の国保税還付金などと

して２５３万１,０００円。

予備費につきましては、前年度同額の１,

０００万円を計上した次第でございます。

次に、議案第３号平成１８年度富良野市介

護保険特別会計予算について御説明申し上げ

ます。

介護保険制度は、保健・福祉・医療の介護

サービスを利用者の選択により、総合的かつ

効率的に提供するもので、平成１８年度から

平成２０年度までは第３期介護保険事業運営

期間として新たな介護保険料のもと運営され

ることになります。

平成１８年度予算は、介護保険事業計画第

３期計画に基づき、前年度当初予算対比１.

３％減の１４億６,０００万円を計上した次

第でございます。

歳入から御説明申し上げます。

介護保険料は、６５歳以上の第１号被保険

者の特別徴収、普通徴収保険料及び過年度保

険料の滞納繰越分で、２億２,７９３万５,０

００円。

分担金及び負担金は、介護認定審査におけ

る本市以外の構成町村の負担金で５４７万

１,０００円。

国庫支出金は、介護、予防給付及び地域支

援事業に要する費用に対する負担金及び調整

交付金などで３億４,６５７万４,０００円。

支払基金交付金は、４０歳以上６５才未満

の第２号被保険者の保険料分として、介護、

予防給付及び地域支援事業に要する費用に対

する交付金で、４億２,３７０万４,０００

円。

道支出金は、介護、予防給付及び地域支援

事業に要する費用に対する道負担金として２

億１,３７６万９,０００円。

繰入金は、介護、予防給付及び地域支援事

業に要する費用及び介護認定事務に係る費用

に対する市の負担分と、職員給与費等の一般

会計繰入金及び介護給付費準備基金繰入金

で、２億３,４０４万２,０００円。

繰越金は、科目設定でございます。

諸収入は、社会及び労働保険料、サービス

計画費及び参加料などで８５０万４,０００

円を計上した次第でございます。

次に、歳出について御説明申し上げます。

総務費は、総務管理費、徴収費、介護認定

審査会費の人件費及び経常経費などで、５,

７９９万４,０００円。

保険給付費は、介護サービス等諸費及び高

額介護サービス等費１３億６,０００万円。

財政安定化基金拠出金は、１４４万６,０

００円。

地域支援事業費は、介護予防事業費及び包

括的支援事業・任意事業費で３,９１１万７,

０００円。

公債費は、一時借入金の利子で２１万８,

０００円。

諸支出金は、償還金及び還付加算金として

７２万５,０００円。

予備費につきましては、５０万円を計上し

た次第でございます。

次に、議案第４号平成１８年度富良野市老

人保健特別会計予算について御説明を申し上

げます。
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老人保健特別会計につきましては、老人の

健康保持と適切な医療費の支出を図ることと

し、前年度当初予算対比３.５％増の３１億

５,４１０万円を計上した次第でございま

す。

歳入につきましては、支払基金交付金で

は、医療費交付金１６億７,４０３万２,００

０円。これに事務費交付金の１,１２２万４,

０００円を加え１６億８,５２５万６,０００

円の計上でございます。

国庫支出金は、医療費負担金で９億６,７

３６万円。これに医療費適正化推進費補助金

１１５万５,０００円を加えまして９億６,８

５１万５,０００円の計上でございます。

道支出金は、医療費負担金で２億４,１８

４万円の計上でございます。

繰入金は、医療費負担金と一般事務費を合

わせて２億５,８２２万５,０００円を一般会

計から繰り入れするものでございます。

繰越金は、科目設定でございます。

諸収入は、社会及び労働保険料などで２６

万３,０００円の計上でございます。

次に、歳出について御説明申し上げます。

総務費は、人件費と医療費支給に要する事

務費で２,８５４万５,０００円の計上でござ

います。

医療諸費は、前年度当初予算対比３.６％

増の３１億２,５００万６,０００円の計上で

ございます。

公債費は、一時借入金の利子として４万

８,０００円の計上でございます。

諸支出金は、科目設定でございます。

予備費につきましては、前年度同額の５０

万円を計上した次第でございます。

次に、議案第５号平成１８年度富良野市公

設地方卸売市場事業特別会計予算について御

説明申し上げます。

公設地方卸売市場事業特別会計予算は、生

鮮食料品等の取引の適正化とその健全な運営

を確保し、もって生産及び流通の円滑化と市

民等の生活安定を図ることとしながらも、経

費節減を図り、前年度当初予算対比１.８％

減の２,８００万円を計上した次第でござい

ます。

歳入につきましては、使用料及び手数料と

して、市場施設使用料で１,９９９万９,００

０円。

繰入金は、一般会計からの繰入金で８００

万円。

繰越金は、科目設定でございます。

歳出につきましては、総務費では、人件費

と経常経費などで６６４万７,０００円。

施設整備費は、施設修繕料及び施設保守管

理経費などで３２７万２,０００円。

公債費は、地方債元利償還金で１,７５８

万１,０００円。

予備費につきましては、前年度同額の５０

万円を計上した次第でございます。

次に、議案第６号平成１８年度富良野市公

共下水道事業特別会計予算について御説明申

し上げます。

公共下水道事業特別会計予算は、快適で衛

生的な生活環境の形成と、公共水域の水質汚

濁防止を図るため、下水道整備区域の拡充と

水洗化率向上に努め、公共下水道事業におい

ては、築後１６年を経過した富良野水処理セ

ンターの設備更新、汚水管布設、雨水幹線環

境整備を行い、また、山部特定環境保全公共

下水道事業では、引き続き汚水管布設工事を

実施することとして、前年度当初予算対比

０.６％増の９億２,９５０万円を計上した次

第でございます。

歳入について、その概要を御説明申し上げ

ます。

分担金及び負担金は、特定環境保全公共下

水道事業受益者分担金及び公共下水道事業受

益者負担金で、前年度当初予算対比４１.７

％減の１,７６７万９,０００円の計上でござ

います。

使用料及び手数料は、公共下水道使用料、

雨水幹線占用料及び公共下水道排水設備等確

認申請手数料などで、前年度の下水道普及状

況を勘案して、前年度当初予算対比０.５％

増の２億４,１８２万５,０００円の計上でご
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ざいます。

国庫支出金は、公共下水道管渠事業補助

金、特定環境保全公共下水道管渠事業補助

金、機能高度化下水道事業補助金で、前年度

当初予算対比０.６％増の１億２,５８０万円

の計上でございます。

繰入金は、一般会計繰入金と公共下水道事

業基金繰入金で、前年度当初予算対比２.８

％増の３億１,７６１万円の計上でございま

す。

繰越金は、科目設定でございます。

諸収入は、水洗化等改造資金預託金元利収

入、支障物件移転補償費などで、前年度当初

予算対比８１.８％増の１,７１８万５,００

０円の計上でございます。

市債は、公共下水道管渠事業及び特定環境

保全公共下水道管渠事業に対する起債と、下

水道事業債元利償還期間と下水道処理施設の

減価償却期間との差により生ずる資金不足を

補う資本費平準化債で、前年度と同額の２億

９４０万円の計上でございます。

次に、歳出について御説明申し上げます。

下水道費は、人件費などの一般管理費、水

洗化普及促進費、管渠管理費、水処理セン

ター管理費、管渠事業費、処理場事業費など

で、前年度当初予算対比０.０１％増の４億

６,４２３万３,０００円の計上でございま

す。

公債費は、地方債元利償還金及び一時借入

金の利子で、前年度当初予算対比１.２％増

の４億６,３２６万７,０００円の計上でござ

います。

予備費につきましては、前年度と同額の２

００万円を計上した次第でございます。

第２表債務負担行為は、平成１８年度水洗

化等改造資金貸付に伴う利子補給金につきま

して、貸付実績額に対する利子相当額を限度

額として、平成１９年度から平成２２年度ま

での期間、利子補給を行うものでございま

す。

第３表地方債は、下水道事業費及び資本費

平準化費に対する起債の借り入れで、２億９

４０万円を限度額とするものでございます。

次に、議案第７号平成１８年度富良野市簡

易水道事業特別会計予算について御説明申し

上げます。

簡易水道事業特別会計予算は、効率的な運

営及び施設の適正な維持管理を図ることとし

て、前年度当初予算対比５.２％増の１億１,

９１０万円を計上した次第でございます。

歳入といたしましては、分担金及び負担金

は、科目設定でございます。

使用料及び手数料は、簡易水道使用料と水

道手数料で３,７７３万７,０００円の計上で

ございます。

繰入金は、一般会計からの繰り入れで６,

６８６万１,０００円の計上でございます。

繰越金は科目設定でございます。

諸収入は、山部市街地区簡易水道配水管移

設工事補償費などで４５０万円でございま

す。

市債は、山部市街地区簡易水道配水管移設

事業に対するもので、１,０００万円の計上

でございます。

次に歳出について御説明申し上げます。

簡易水道費は、人件費などの一般管理費、

施設管理費、山部市街地区簡易水道配水管移

設工事費及び新設工事費などで、前年度当初

予算対比９.５％増の５,６８９万３,０００

円の計上でございます。

公債費は、地方債元利償還金及び一時借入

金の利子で６,２００万７,０００円の計上で

ございます。

予備費は前年度同額の２０万円を計上した

次第でございます。

第２表地方債は、簡易水道事業費に対する

起債の借り入れで１,０００万円を限度とす

るものでございます。

次に、議案第８号平成１８年度富良野市水

道事業会計予算について御説明申し上げま

す。

水道事業会計予算につきましては、業務の

予定量を、給水戸数７,１１０戸、年間総配

水量１９９万立方メートル、１日平均配水量
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５,４５２立方メートルと予定し、編成いた

したところでございます。

建設改良事業につきましては、安定した供

給体制の確立と水道未普及地区解消のため、

上水道第４次拡張事業及び配水管整備事業な

どを実施してまいります。

第３条予算の収益的収入につきましては、

水道事業収益を前年度当初予算対比３.２％

増の４億２,０４０万円とし、その内訳は、

水道料金３億７１４万１,０００円、設計審

査手数料などの受託工事収益３２９万円、一

般会計などからの負担金及び補助金で１億９

７２万８,０００円、その他営業収益、雑収

益など２４万１,０００円を計上した次第で

ございます。

収益的支出は、前年度当初予算対比３.２

％増の４億２,０４０万円とし、その内訳

は、給与費で４,６６２万５,０００円、セミ

ナーパーク線配水管切り廻し工事、８９４万

円、水源送水場管理、水道施設管理図作成、

検針及び料金徴収などの委託料４,４９５万

１,０００円、検定期間満了による量水器取

りかえ、配水給水施設修繕など４,５７５万

円、水源送水場動力費で１,９８５万円、企

業債利息、借入金利息で１億１０５万７,０

００円、その他諸経常経費で１,２７６万８,

０００円、消費税及び地方消費税で７００万

円、現金支出の伴わない減価償却費などが１

億３,３４５万９,０００円でございます。

次に、第４条予算の資本的支出でございま

すが、建設改良費の施設整備費は、上水道第

４次拡張事業として、上五区地区配水管布設

工事費、道路改良工事関連による土地区画整

理事業配水管移設工事費、西４条配水管移設

工事費、並びに北料線仲通配水管新設工事費

で６,１００万円の計上でございます。

事務費につきましては、配水管整備事業に

係る賃金、旅費、備消耗品費などの経費で２

２２万９,０００円の計上でございます。

量水器取替費は、検定期間満了によるもの

で８２９万円の計上でございます。

企業債償還金は１億４１８万１,０００円

を計上し、資本的支出総額では１億７,５７

０万円の計上でございます。この財源といた

しましては、企業債４,２００万円、道路関

連工事などの負担金で１,５４２万４,０００

円、雑収入１７万６,０００円で、資本的収

入総額５,７６０万円を見込み、不足する財

源１億１,８１０万円は損益勘定留保資金で

補てんするものでございます。

次に、議案第９号平成１８年度富良野市ワ

イン事業会計予算について御説明申し上げま

す。

ワイン事業会計予算につきましては、業務

の予定量を、ワインの製品製造、製品販売予

定数量として、前年度対比５.９％減の２３

７キロリットルを予定し、果汁の製品製造、

製品販売予定数量を前年度対比５.４％減の

１２２キロリットルを予定し、それぞれ製造

と販売などに必要な予算を見込み編成いたし

たところでございます。

第３条予算の収益的収入につきましては、

ワイン事業収益を４億６,９００万円とし、

その内訳は、ワイン販売収益及び果汁販売収

益などの営業収益で４億６,５７０万円、生

産物販売収益、受取利息及び雑収益の営業外

収益で３３０万円を計上した次第でございま

す。

収益的支出は、ワイン事業費用を４億６,

８００万円とし、その内訳は、ワイン工場、

果汁工場、農場等の管理費及び減価償却費な

どの管理費用で８,９６６万２,０００円、製

品販売に要する営業費及び酒税、製品費など

の製品生産費に要する営業費用で３億６,４

５６万１,０００円、消費税及び地方消費税

などの営業外費用で１,０７７万７,０００

円、予備費を３００万円計上した次第でござ

います。

次に、第４条予算の資本的支出につきまし

ては、総額３億１,４７０万円とし、その内

訳は、施設整備及び資産取得に要する建設改

良費で３,５００万円、ワイン醸造、果汁製

造及び農場生産に要するたな卸資産生産費で

２億７,４６３万９,０００円、繰延勘定の試



― 17 ―

験研究費は、製品の試験、製造研究に要する

費用で２０６万１,０００円、予備費を３０

０万円計上し、資本的収入額が資本的支出額

に対して不足する３億１,４７０万円は、当

年度分消費税資本的収支調整額１,２００万

円と当年度分損益勘定留保資金３億２７０万

円で補てんするものでございます。

以上、御説明申し上げました一般会計、特

別会計及び企業会計を合わせた本年度の当初

予算総額は２１４億４,０５０万円となり、

前年度当初予算対比では２.５％減となった

次第でございます。

予算の執行に当たりましては、議会の意思

を十分尊重するとともに、常に簡素で効率的

な財政運営に努めてまいります。

なお、一般会計予算案につきましては、総

務部長より細部説明を申し上げますので、十

分なる御審議をいただきますようお願いを申

し上げ、予算の概要説明といたします。

以上です。

次に、平成１８年度富○議長（中元優君）

良野市一般会計予算の細部について説明を求

めます。

なお、特別会計及び企業会計予算の細部に

ついては省略いたします。

総務部長石井隆君。

－登壇－○総務部長（石井隆君）

平成１８年度富良野市一般会計予算の細部

について御説明申し上げます。

一般会計予算及び予算説明書の御用意をお

願いいたします。

１ページをお開きいただきたいと存じま

す。

第１条は、歳入歳出予算の総額を１１７億

３,０００万円に定めようとするもので、前

年度当初予算対比で５.４％、６億７,０００

万円の減額でございます。

歳入歳出予算の款項の区分及び区分ごとの

金額につきましては、２ページから５ページ

に歳入、６ページから８ページに歳出をそれ

ぞれ記載のとおりでございます。

第２条は、継続費１件で、事業名、事業費

の総額及び年割額は９ページに記載のとおり

でございます。

第３条は、債務負担行為３件で、債務負担

の行為を行うことができる事項、期間及び限

度額につきましては、１０ページ、１１ペー

ジの上段に記載のとおりでございます。

第４条は、地方債１０件、総額８億３,９

９０万円で、前年度より９,５８０万円の増

額でございます。

地方債の起債の目的、限度額、起債の方

法、利率及び償還の方法につきましては、１

０ページ、１１ページの下段に記載のとおり

でございます。

第５条は一時借入金で、借り入れの最高額

を２５億円と定めようとするもので、前年度

と同額でございます。

次に１２ページをお開きいただきたいと存

じます。

歳入歳出予算の事項別明細書で、歳入の総

括につきましては、各款ごとに前年度予算と

比較いたしまして、１２ページ、１３ページ

に記載のとおりでございます。

歳出の総括につきましては、各款ごとに前

年度との比較及び財源内訳について、１４

ページ、１５ページに記載のとおりでござい

ます。

次に、１６ページの１款市税から５９ペー

ジの２２款市債までにつきましては、歳入の

事項別明細となっておりますが、細部につき

ましては予算の概要で先ほど御説明申し上げ

ておりますので省略をさせていただき、歳出

について、前年度と比較をいたしまして大き

く増減の伴った事業、とりわけ款項目のう

ち、目で１,０００万円を超える増減のあっ

た項目及び新規事業について御説明申し上げ

たいと存じます。

ページは、６４ページ、６５ページになり

ます、下段になります。

２款総務費１項総務管理費２目広聴広報費

でございます。前年度予算対比６,９９０万

６,０００円の減額でございますが、減額の

主なものは、西地区コミュニティセンター整
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備事業費で、６７ページ上段の説明欄、１３

０、地域会館維持管理費の指定管理者制度移

行に伴う増額を差し引きいたしまして、３,

６５４万６,０００円の計上でございます。

６８ページ、６９ページ下段でございま

す。

６目財産管理費は、前年度対比６,７３０

万９,０００円減額の５,１４２万８,０００

円の計上で、減額の主なものは市庁舎改修事

業費でございます。

９０ページ、９１ページをお開きいただき

たいと存じます。

下段になります。４項選挙費２目市長及び

市議会議員選挙費は１,８６６万７,０００円

で、新規でございます。

次に、９２ページ、９３ページ下段でござ

います。

５項統計調査費１目諸統計調査費は、１１

０、指定統計調査費のうち国勢調査終了に伴

い、前年度対比１,７８２万９,０００円減額

の２０５万３,０００円の計上でございま

す。

次に、９４ページ、９５ページ下段でござ

います。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総

務費は、前年度対比１,０７１万８,０００円

の増額でございますが、１１２、福祉のまち

づくり事業費、１９０、国民健康保険特別会

計繰出金が増額の主なもので、３億３,１７

１万７,０００円の計上でございます。

１０２ページ、１０３ページでございま

す。

３目身体障害者福祉費は、前年度対比４,

５２４万９,０００円の減額で、減額の主な

ものは、更生医療給付費、１２０、進行性筋

萎縮症者療養等給付費、１５０、身体障害者

施設訓練等支援事業費、１６０、身体障害者

居宅生活支援事業費、１７０、補装具交付費

で１億１,７０３万６,０００円の計上でござ

います。

次に、１０４ページ、１０５ページ中段で

ございます。

４目知的障害者福祉費は、前年度対比１億

２,３８１万３,０００円の減額で、１１０、

知的障害者施設入所者医療費、１２０、知的

障害者施設訓練等支援事業費、１３０、知的

障害者居宅生活支援事業費が減額の主なもの

で、１億４,４８５万５,０００円の計上でご

ざいます。

次に、１１０ページ、１１１ページ下段で

ございます。

８目障害者自立支援費は、７,８０１万７,

０００円で、新設でございます。

１１２ページ、１１３ページ上段でござい

ます。

２項児童福祉費１目児童福祉総務費は、前

年度対比２,６３９万１,０００円の増額で、

１１０、児童手当支給事業費が増額の主なも

ので、１億４,９７４万９,０００円の計上で

ございます。

次に、１２２ページ、１２３ページ上段で

ございます。

３項生活保護費２目扶助費は、前年度対比

１,３０１万６,０００円の増額で、３億８,

６７７万円の計上でございます。

同じく１２３ページ下段でございます。

４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総

務費は、前年度対比３,２７９万４,０００円

の減額で、地域センター病院改築対策事業

費、緊急搬送自動車購入費、精神障害者地域

生活援助事業運営費補助金の減額が主なもの

でございまして、８,１０３万円の計上でご

ざいます。

次に１３８ページ、１３９ページ中段でご

ざいます。

２項清掃費４目し尿処理費は、富良野地区

環境衛生組合負担金で、前年度対比３,９９

９万４,０００円増額の２億２,５３７万８,

０００円の計上でございます。

次に、１４６ページ、１４７ページでござ

います。中段になります。

６款農林業費１項農業費３目農業振興費

は、前年度対比１億２,４４１万円の減額

で、農業生産振興総合対策事業費の減額が主
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なもので、１４９ページ中段にございます、

１８０、中山間地域等直接支払事業費、２２

１、防衛施設周辺農業用施設設置事業費の増

額を差し引きいたしまして４億５５９万１,

０００円の計上でございます。

次に、１５０ページ、１５１ページ下段で

ございます。

４目畜産業費は１,６７１万円の増額で、

１０５、死亡獣畜取扱場管理運営費、それか

ら１５３ページ上段の３０６、畜産担い手育

成総合整備事業費の新規事業などの増額で、

３,０５０万４,０００円の計上でございま

す。

同じく１５２ページ、１５３ページ中段で

ございます。

５目農地費は、１億３６８万６,０００円

の増額で、１３２の国営空知川右岸土地改良

事業、農業用用排水負担金の新規事業などの

増額で、１億９,７０７万７,０００円の計上

でございます。

１５４ページ、１５５ページ中段でござい

ます。

７目農業基盤整備事業費は、食料・環境基

盤緊急確立対策事業費の減額で、前年度対比

１億５,７３４万円減額の、１６２万６,００

０円の計上でございます。

次に、飛びまして１７２ページ、１７３

ページ下段でございます。

８款土木費２項道路橋梁費４目道路新設改

良費は、前年度対比１億４,３０２万円の増

額で、１００の東４線道路改良舗装事業費、

１３０、西４条道路改良舗装事業費の増額

と、２００、新生通排水整備事業費、２１

０、春日錦町通歩道新設事業費の新規事業に

よる増額に、麓郷東環状線道路改良舗装事業

費、北の峰右３丁目道路改良舗装事業費、１

５０の道路舗装側溝改良事業費などの減額を

差し引きいたしまして、３億３,７２９万円

の計上でございます。

１７６ページ、１７７ページ下段でござい

ます。

４項都市計画費１目都市計画総務費は、前

年度対比１億３,２６８万５,０００円の減額

で、減額の主なものは、１７９ページ上段の

１３０、市街地再開発事業費で２,２０８万

９,０００円の計上でございます。

同じく１７９ページ中段でございます。

２目街路事業費は、前年度対比１億４,９

６７万６,０００円の減額で、減額の主なも

のは、１３０の朝日通道路改良事業費で６,

１３５万円の計上でございます。

同じく下段でございます。

３目土地区画整理費は、前年度対比２億

６,７４５万４,０００円の増額の９億３９万

円の計上でございます。

１８０ページ、１８１ページ下段でござい

ます。

５目公園費は、前年度対比１,５０９万８,

０００円の減額で、公園リフレッシュ事業

費、麓郷地区農村広場パークゴルフ場整備事

業費が減額の主なもので、１,３８５万４,０

００円の計上でございます。

次に、１８２ページ、１８３ページ下段に

なります。

５項住宅費２目住宅建設費は、１億３,３

３２万９,０００円減額の２４６万１,０００

円の計上でございます。

１８４ページ、１８５ページ下段になりま

す。

９款１項１目消防費は、富良野地区消防組

合負担金で、前年度対比２,９７９万８,００

０円減額の４億３,０９８万１,０００円の計

上でございます。

続きまして、ずっと飛びまして、２２７

ページまで飛びまして、２２７ページ上段に

なります。

１０款教育費６項保健体育費３目体育施設

費の説明欄、１４０、富良野陸上競技場改修

事業費は新規事業費でございます。

次に２３０ページ、２３１ページ上段でご

ざいます。

１１款公債費は、地方債償還の元金、利

子、公債諸費で、前年度対比７７７万５,０

００円増額の１５億３,２５３万８,０００円
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の計上でございます。

同じく下段、１２款１項１目給与費でござ

いますが、行政改革推進計画の取り組みによ

りまして、前年度対比２億９５９万６,００

０円減額の２３億２,２５９万３,０００円の

計上でございます。

２３４ページから２３９ページまでは給与

費の明細書を掲載をいたしておりますので、

御一読をお願いを申し上げます。

２４０ページ、２４１ページには継続費に

関する調書、２４２ページから２４９ページ

には債務負担行為に関する調書、２５０ペー

ジ、２５１ページには地方債に関する調書を

それぞれ掲載をいたしておりますので、御一

読をお願いを申し上げたいと存じます。

以上、平成１８年度一般会計予算について

御説明を申し上げましたが、よろしく御審議

を賜りますようお願いを申し上げます。

────────────────────

散 会 宣 告

────────────────────

以上で、本日の日程は○議長（中元優君）

終了いたしました。

明２月２８日の議事日程はお手元に御配付

のとおりであります。

本日は、これをもって散会いたします。

午前１１時４３分 散会
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上記会議の記録に相違ないことを証するため、ここに署名する。

平成１８年２月２７日

議 長 中 元 優

署 名 議 員 今 利 一

署 名 議 員 東 海 林 剛


